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開催概要

開催日 2018年11月4日（日）

時間 13:30-16:00 (開場13:00)

場所 徳島グランヴィリオホテル グランヴィリオホール

参加費 無料

共催
徳島大学病院 呼吸器・膠原病内科
認定NPO法人キャンサーネットジャパン
日本イーライリリー株式会社

後援 徳島県・徳島市・一般社団法人徳島県医師会・一般社団法人徳島市医師会
NPO法人AWAがん対策募金
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参加人数について

・事前予約申し込み人数 108名

・当日予約無し来場者 20名

当日参加人数 101名
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参加者属性
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講演の感想
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講演の感想

■ 今回のセミナーで新しく得られた情報はありますか？

• 肺がんの治療はいくつもの方法が有る事を知りました。

• ドライバー遺伝子というのがあるのを初めて知りました。

• 体験聞かせてもらい良かった。連絡をとってみたい。

• ガンにかかった時、転移がないか、また自分のガンの状況を軒原先生の説明のあった通り自分の早

合点で即断しないで手抜きせず（身内の患者と思って）冷静にやって欲しい。正しい判断で正しい

治療の結果死んでも満足ですが、誤診と手術ミスで死ぬのは無念です。

• ドライバー遺伝子

• 免疫療法について。

• 具体的免疫療法

• あります。

• 治療の向上つづけているということ。自分で健康管理して長生きすればするほど将来に明るい希望

がある。世界の流れも、研究分野として貢献度が大変高い分野であること。

• 再発防止目的でのPDL-1を１年間使用する例があるという事。

• 免疫チェックポイント阻害薬のはたらきについて

• ドライバー遺伝子という言葉

• 新しい薬がどんどん開発されていると聞いていたが、本当に進んでいることがわかり希望が増した。

• 患者会

• 標準治療以外の治療があるのがわかり、ほっとした。

• アファチニブはEGFRのみを阻害する第一世代の薬剤と異なり、上皮成長因子受容体HERファミ

リーも持続的に阻害する。（私の質問に有益なお答えをいただき、本セミナーが役立ちました。

「免疫チェックポイント阻害を使った後も、患者の体調によって、患者の希望によって、分子標的

薬、抗がん剤が再度使える」ことがわかりました。）

• 同じ部位にできたがんでもいろんな種類があることを知った。

• 分子標的治療

• 抗がん剤と薬物療法の違いが分かりました。

• 徳島でも免疫療法があること
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 肺がんと診断され痛みと苦しみの人生 どうしようもない日々 希望も生活もすべて失

なった

 肺がんにならない体力の作り方

 免疫療法について。

 ￥なところ（治療費）

 免疫療法について。

 原因は？予防策は？検査は年間の健診でよいの？

 分子標的薬での生存率

 原発が小さくても遠隔転移があれば、遠隔が消えてもそのままですか？消えたとき原発を

切り取ることはできるのか？

 再発転移について。

 ①オシメルチニブが二次三次治療で使えるかどうか（T790M変異がなくても）②チート

ルダーとチャントリフの違い

 薬にたよらない自己免疫の向上法等を知りたかった。

 手術の方法、患者が安心して受けられる治療

 田中代表のお話

講演の感想

■ もっと知りたかった情報は何ですか？



医療情報の入手方法について
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セミナーに参加しての感想・意見

• 閉じこもった生活だったが知識を得て少し灯となった

• 説明が早く十分理解出来ないのに次に進んだ。説明内容は大満足です。

• 全ての種類のがんセミナーを聴きたい

• わかりやすく説明して頂き、とても良かったです。 医療、薬は、日々進歩しているということで

すので、今現在の治療法などを、日々、知りたい。常に新しい情報がほしいです。

• Q&A パネルディスカッション 長くて丁寧で大変よかったです 真摯にご回答されている。ス

マートにまとめてくれている。

• 医師の3人の先生の講演は、相互間の連携が良くとれていると感じた。同一医局に所属しているから

こそだと思うが、まったくムダがないと感じた。講演内容自体も、必要にして十分な内容と感じた。

とてもよく理解できた。ドライバー遺伝子異常や免疫の働きについての説明もよく理解できた。運

営も、とても上手にできていた。久々に満足した講演会でした。

• 徳島にもライオンハートの様な患者会があるといいなと思う

• 専門的な言葉が多く、理解しにくかった。

• 予備知識ができて良かった。

• 副作用で苦しんでいます。少しでもよい対処と副作用の少ない薬を開発してほしい。

• オピニオンをおえて、10月24日手術。（天）これからどうしよう、どうなるのか不安でしたが、

少し心強さを感じました。ありがとうございました。

• 肺がんのベテランの講師の先生が全員揃って、よい講演会開いて下さりありがとうございました。

患者の家族としてしっかり取り組みたいと思いました。

• 相談がなかなかできない。心理士などが入って欲しい。

• いろんな情報を直接先生から聞けたことが大変良かった。

• 患者本人が体調が悪くて来れなかったのが残念でした。（申し込み時は本人が見つけたものでし

た）

• ありがとうございました！

• 薬物療法が進化していることが知られて良かった。免疫療法についても知らなかった点がわかって

良かったです。

• 免疫をめぐるがん細胞とキラーT細胞の攻防が分かり面白く拝聴した。免疫療法のさらなる進化を期

待する。

• 参考になりました。ありがとうございます。

• 田中先生のお話をもう少し聞きたかったです。

• 軒原先生、後東先生、荻野先生の講演で少し理解することができました。出席して良かったです。


